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平成２６年度とちぎフレッシュメイト認定式及び表敬訪問
６月１２日（木）ＪＡ会館において認定式を行い、認定証を当協会髙橋会長より手渡され、「ぜひ栃木県産農
産物をたくさんの方にＰＲしてください。」と激励した。

フレッシュメイトは、「栃木県産農産物の良さを多くの方々に笑顔でＰＲし、県産農産物のイメージアップに努
めます。」と宣誓した。

とちぎフレッシュメイトは、栃木県産農産物のイメージアップを図るために各イベント等でＰＲ活動を行う。また、
１３日（金）には栃木県知事やＪＡ全農とちぎ、各関係機関等を表敬訪問し、今後の意気込みを伝えた。

６月３０日（月）当協会通常総会で会員の皆様にお披露目を行った。

花き部会全体会議

果樹部会全体会議
６月１０日（火）宇都宮市内にて果樹部会全体会議を開催した。
梨の「にっこり」の栽培許諾が８月をもって終了し全国で自由に栽培されること
から、先行産地としてのブランド力を高めるため「にっこりグランプリ」開催に向け
準備を進めるとともに、新品種の「おりひめ」や「シャインマスカット」の普及推進
に努める。
昨年度は、凍霜害・台風・雪害により大きな被害があったが、今年度はこれま
で順調に生育しており平年以上の出荷を期待する。

「栃木フェア」高島屋横浜店

６月１１日（水）～１７日（火）の７日間、高島屋横浜店に
おいて「栃木フェア」を開催し、「とちぎ和牛」を始め旬の
農産物及び加工品（とちおとめソースなど）の試食ＰＲを
行い、本県農産物のブランド向上及び消費拡大を図った。

県民の日とちぎ農産物

６月１５日（日）に県民の日記念イベントが開催され３万人が来場した。当協会
は県庁県民ホールで「とちぎの農産物元気アピールキャンペーン」を実施した。
安心安全な県産農産物を提供していることをクイズ形式で出題し、県民の信頼
の確保や県産農産物のイメージアップを図った。

全農とちぎ第３回「たちつてとちぎ」農畜産物商談会２０１４に出展

６月１８日（水）宇都宮市内のホテル東日本宇都宮にて開催され、当協会は地
域ブランド農産物（白美人ねぎ、グリーンアスパラガス、ひめきゅうり、こなす、ぶ
どう、高原ほうれんそう、にんにく）やいちごのサンプル（スカイベリー、なつおと
め）の出展・ＰＲ、特用作物（かんぴょう）の配布を行った。
来場者からは、あまり市場に出回らない農産物を見て「どこで買えるの？」「ど
こで栽培しているの？」「どうやって食べるの？」、かんぴょうを見て「高価なもの
を頂いてうれしい」といった声が多く聞かれた。

６月６日（金）、宇都宮市内で花き部会全体会議を開いた。
花き部会には県段階の９組織が加入しており、各研究会、生産組合の活動強化を進めるとともに、横の連携
を強化する。また、行政や関係団体と連携し、研修会を通じて技術・品質の向上を図っていくとともに、需要拡
大を図る決意を新たにした。
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１日（火） いちご王国グランプリ本審査会（宇都宮市：全農とちぎ園芸部）
４日（金） 栃木県野菜研究会定期総会（宇都宮市：県庁研修館）
７日（月） 夏秋いちご連絡協議会総会（塩谷南那須庁舎）
８日（火） 夏秋なす現地検討会（JAなすの管内）
９日（水） とちぎ食のコンシェルジュ産地視察研修会（下都賀管内）
１６日（水） 鉢物研究会現地検討会（鹿沼市）
１５日（火） 第62回落花生主産県連絡協議会通常総会（東京都：都道府県会館）
１７日（木） 全野研全国大会宮城大会（宮城県）
～１８日（金）
１８日（金） 花き生産者大会（宇都宮市：ニューイタヤ）

きく部会総会（宇都宮市：ニューイタヤ）
スプレーキク総会（宇都宮市：ニューイタヤ）

２５日（金） 花咲くとちぎ推進協議会（宇都宮市：ニューイタヤ）
特産部会こんにゃく専門部現地検討会（茂木町）

２６日（土） パワフルアグリフェア
～２７日（日）
２９日（火） 全国クリ研究大会（熊本県）
３１日（木） なし若手セミナー

特産部会全体会議

第２４回通常総会

栃木アスパラガス販売対策会議

６月１９日（木）農協会館において、栃木アスパラガス販売対策会議を全農と
ちぎと共催し、生産者及び関係者約５０名の参加により開催した。
県内のアスパラガス生産・販売の状況についての情報交換並びに、出荷規

格の統一に関して協議を行った。市場からは県産アスパラガスの販売力を強
化するために規格の統一が求められていることから、各産地の意向を確認しな
がら統一化に向けた取組みを進めることとした。

６月２７日、宇都宮市内にて特産（こんにゃく、かんぴょう、落花生）部会全体会
議が、関係者参集のもと開催された。
２５年度事業報告を承認するとともに２６年度事業計画を承認した。
２６年度は、特産作物の生産者の高齢化が進み、産地の維持・安定が課題と
なっていることから、関係団体と連携を密にして生産意欲の向上と消費拡大活
動を実施する。
また、こんにゃく専門部では、現地検討会を実施し、異系等除去に取り組むこ
とを確認した。７月２５日茂木町で予定する。

６月３０日（月）にJA会館で第２４回通常総会を開催した。
会員約５０名が出席し、平成２５年度の事業報告・決算報告や平成２６年度に新規で行う事業計画の追加な
どが承認された。
総会終了後に、平成２６年度とちぎフレッシュメイトの紹介を行った。

「高冷地ほうれん草」トップセールス＆試食ＰＲ
栃木県開拓農業協同組合主催で、６月１７日（火）東京都大田市場内において、「高冷地ほうれん草」のトッ
プセールス＆試食ＰＲ促進を行った。当日は、とちぎフレッシュメイトによるＰＲも行い場内を盛り上げた。試食を
した買参人の方からは「栃木県産の高原ほうれん草は品質もいいし美味しい！」という声が出るほど好評。
また、量販店にて店頭試食販売を行い、高冷地ほうれん草の美味しさと品質の良さを県外消費者に対しイ
メージアップを図った。


